
ヒト歯牙コラーゲン中１４Ｃ蓄積と大気圏内核実験との相関

西 沢 邦 秀 ゛

戸 苅 彰 史 ̈ 、 松 本 昌 世 ‥

永 津 俊 治 ‥ ゜

４６４-０１名古屋市千種区不老町
４６４名古屋市千種区楠元町１-１００
４６６名古屋市昭和区鶴舞町６５

１。＿はじめに
１９４５年以来大気圏内核実験によって大気中１４Ｃ濃度は著しく上昇したが、部分的核

実 験 停 止 条 約 が 発 効 し た １ ９ ６ ３ 年 以 後 、 “ Ｃ 濃 度 は 徐 々 に 減 少 して き て い る 圃 。 人 体 諸
組織中の１４Ｃ濃度は１９６６～１９６７年に最高値に達した［２-６１．植物に取り込まれたりＣは
多 様 な 食 物 連 鎖 を 介 して 人 体 に 取 り 込 ま れ る た め 、 血 液 ・ 毛 髪 等 の 人 体 組 織 中 の １ ４ Ｃ
濃度は１～２年遅れて大気中１４ｃ濃度と同じ値を示す［２、６１．１４ｃは約１０年の平均寿命で
人体内軟組織に残留する□１。
動 物 実 験 に 基 づ いて、 人 間 の 歯 の コ ラ ー ゲ ン は 歯 根 完 成 後 は 代 謝 し な い も の と 考 え

ら れて い る ［ 剛 が 、 人 間 に つ いて は 確 認 さ れて い な い 。 か り に 代 謝 す る な ら ば 、 現 在 生
きている人の歯のコラーゲン中１４Ｃ濃度は他の軟組織と同様、大気中１４Ｃ濃度と等し
い 値 を 示 す は ず で あ る 。 逆 に 代 謝 し な い と い う こ と は 、 人 の 歯 の コ ラ ー ゲ ン は コ ラ ー
ゲ ン が 代 謝 を 停 止 す る ま で の 血 液 中 の １ ４ Ｃ 濃 度 を 反 映 し た ロ Ｃ 濃 度 を 保 ち 続 ける と い
う こ と を 意 味 す る 。 つ ま り 、 現 在 生 き て い る 人 の う ち 、 核 実 験 実 施 以 後 に 歯 が 生 長 し
た 人 の 歯 は 、 １ ４ Ｃ の 濃 度 異 常 と して 過 去 の 核 実 験 に よる 大 気 汚 染 の 歴 史 を 覚 えて い る
は ず で あ る 。 も し も こ の 仮 定 が 真 実 で あ る な ら ば 、 年 齢 の 異 な る 人 の 歯 の コ ラ ー ゲ ン
中の１４Ｃ濃度の分布は、軟組織中の１４Ｃ濃度変動にみられるものと類似したパタンを
示 す も の と 予 想 さ れ る 。 そ こ で ヒ ト 歯 牙 コ ラ ー ゲ ン 中 １ ４ Ｃ 濃 度 変 動 と 大 気 圏 内 核 実 験
との相関を分析した。

２。材料及び方法
２-１材料
１９８７年７月から１９８８年２月にかけて愛知県内の歯科医院の協力により、愛知県在住者

１４６名から治療のために抜歯した１５８個の歯を収集した。誕生年は１９０５（明治３８）から
１９８１（昭和５６）年までの間にあり、年齢は収集時の１９８８年現在で７歳から８４歳であった。
このうち２７個を実験に用いた。
２７名は１９８８年現在で７～６１歳に分布している。２７個のうち１５個が第三大臼歯（親知ら

ず）であった。乳歯は１本のみで他は永久歯であった。
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脱 灰 し コ ラ ー ゲ ン を 抽 出 し た 。 脱 灰 後 ア マ ル ガ ム 等 の 人 工 的 異 物 や う 蝕 部 分 は 除 去

し た 。 コ ラ ー ゲ ン は 約 ５ ０ ° Ｃ で 充 分 乾 燥 さ せ た 後 、 真 空 中 で ２ ～ ４ 時 間 約 ４ ０ ０ ° Ｃ に 加 熱 し 炭

化 し た 。 炭 素 と 銀 を 重 量 比 １ ： ９ で 混 合 し た も の を 、 プ レ ス し 分 析 用 タ ー ゲ ッ ト を 作 製 し

た 。 口 Ｃ 濃 度 は タ ン デ ト ロ ン 天 然 放 射 能 測 定 装 置 を 用 い て 測 定 し た 。

２二３歯根完成年
歯 は そ の 位 置 に よ っ て 歯 が 口 の 中 に 出 て く る 萌 出 の 年 齢 、 あ る い は 口 腔 内 の 歯 の 表

面 で あ る 歯 冠 や 顎 に 埋 ま っ て い て 歯 の 支 え に な る 歯 根 が 完 成 す る 年 齢 は 決 ま っ て い る
［９］。第三大臼歯の歯根完成は高校卒業時の１８歳頃から２５歳頃までと期間が長く個人
差が大きいが、他の歯の歯根完成年齢は第一大臼歯は１０～１１歳、第二大臼歯は１４～１６
歳 と い う よ う に 位 置 に よ り 定 ま って いて、 そ れ ぞ れ １ ～ ２ 年 以 内 で 一 致 して お り 個 人 差
がほとんどない［１０ｊ。便宣上コラーゲンの形成は歯根完成年の中央値の年齢で完成す
るものとした。

３。結果及び考察
３ - １ ‘ 卜 Ｃ ゛ ｓ の 。
図１は誕生年によってコ

ラーゲン中１４Ｃ濃度がどの
ように変動するかを％（千
分率）で表している。図中
の 曲 線 は 測 定 値 の 上 限 の 輪
郭 を 描 く よ う に して 書 いて
ある。
１９２７～１９４１年の間に生ま

れた人では、１４Ｃ濃度はほ
ぼ 一 定 で バ ッ ク グ ラ ウ ン ド
レベルにあるが、１９４２年
頃から１４Ｃ濃度は急激に上
昇し始め、１９５１年頃にバッ
クグラウンドより約６００％
ほど大きなピーク値に達した。
以後２つの指数関数の和で表
さ れ る 緩 や か な 曲 線 に 沿 っ
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て減少している。つまり１９４２年に生まれた現在４７歳の人の歯の中には、それ以前のバ
ックグラウンドレペルより高濃度の１４Ｃが含まれており、１９５１年に生まれた現在３９歳
に な る 人 の 歯 の 濃 度 が 最 も 高 い こ と に な る 。 コ ラ ー ゲ ン 中 ｉ ４ Ｃ 濃 度 と 誕 生 年 と の 関 係
は、１９７０年頃までに報告されている血液、毛髪、軟組織等の示す９Ｃ濃度変動２こ・ほぼ

誕 生 年 と ヒ ト 歯 牙 コ ラ ー ゲ ン 中 “ Ｃ 濃 度 の 関 係
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同 様 の 傾 向 を 示 し た 。 た だ し 、 歯 の コ ラ ー ゲ ン の １ ４ Ｃ の 濃 度 が ピ ・ - ク に 達 し た 年 は 、

他 の 組 織 の ピ ー ク 年 よ ュ り 約 ２ ０ 年 前 に ず れ て い る ｏ ｀ ’

３-２歯根完成年と１４Ｃ濃度の関係
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図 ２ 歯 根 完 成 年 と ヒ ト 歯 牙 コ ラ ー ゲ ン 中 １ ４ Ｃ 濃 度 の 関 係
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図２は歯根一完成年と１４Ｃ濃度
と の 関 係 を 示 して い る 。 図
１と同じデータを別の角度か
ら眺めてみたものである。
誕 生 年 に 歯 根 完 成 年 齢 を 加
えた値を歯根完成年とした。
この表し方でみると１９６０年
頃 ま で は バ ッ ク グ ラ ウ ン ド
であるが、１９６１年頃から急
激に１４Ｃ濃度は上昇し、
１９６７～１９６８年頃にピークに
達した。以１１牟ほぼ直線的に
減少している。
歯 根 完 成 年 で 表 し た と き

の１４Ｃ濃度のピーク年、
１９６７～１９６８年は他の組織の
ピーク年１９６６～１９６７年とよ
く 一 致 して い る 。 ま た 、 ピ
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